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参
加
者
は
、
代
議
員
35
人
、
代

議
員
以
外
の
参
加
者
19
人
、
来
賓

1
人
の
合
計
55
人
で
し
た
。

松
本
賃
金
対
策
部
長
の
あ
い
さ

つ
で
「
賃
金
は
一
番
求
め
ら
れ
る

課
題
。
払
う
側
、
も
ら
う
側
双
方

に
い
い
結
果
を
求
め
て
い
き
た

い
」
の
後
、
本
部
か
ら
松
丸
委
員

長
が
「
賃
金
運
動
は
請
求
要
求
運

動
。
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議
案
提
案
後
、
足
立
が
公
契
約

制
定
後
の
取
り
組
み
を
、
板
橋
が

他
支
部
の
経
験
に
学
ん
だ
運
動

を
、
八
王
子
が
市
発
注
現
場
訪
問

実
践
・
教
訓
と
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
対
話
行
動
を
報
告
、
小
平
東
村

山
賃
金
対
策
部
長
は
、
自
ら
会
社

交
渉
し
処
遇
改
善
獲
得
の
経
験
を

報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
林
会

長
が
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
運
動
の
一
層
の
発

展
の
た
め
、
現
場
で
働
く
仲
間
の

情
報
と
結
集
が
重
要
。
力
を
あ
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
で
の
資
格
と
賃

金
、
処
遇
改
善
具
体
策
、
高
齢
熟

練
工
の
処
遇
、
支
部
の
実
務
負
担

の
質
問
に
、
「
資
格
が
多
い
か
ら

賃
金
が
上
が
る
の
で
は
な
く
、
技

能
と
経
験
が
し
っ
か
り
反
映
す
る

仕
組
み
と
し
て
い
き
た
い
。
高
齢

者
が
排
除
さ
れ
な
い
よ
う
全
建
総

連
、都
連
に
も
要
望
し
て
い
く
」、

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
支
部
4
支
部
で
状

況
把
握
。
本
部
と
し
て
し
っ
か
り

課
題
整
理
し
対
応
」
と
答
弁
。

町
場
の
賃
金
運
動
へ
の
要
望
に

「
職
域
対
策
部
や
技
術
対
策
部
と

連
携
し
、
経
営
支
援
や
技
能
支
援

し
、
受
注
環
境
を
整
え
賃
金
単
価

改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
、

町
場
の
法
定
福
利
費
確
保
は
「
原

則
は
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と

見
積
も
り
に
の
せ
て
、
理
解
を
求

め
て
い
く
こ
と
。
組
合
は
、
消
費

者
や
行
政
、
業
界
に
法
定
福
利
費

が
当
た
り
前
の
制
度
で
あ
る
こ
と

を
宣
伝
し
、
仲
間
が
区
別
、
差
別

さ
れ
な
い
よ
う
す
す
め
る
。
地
道

な
運
動
で
請
求
要
求
を
し
て
い
く

し
か
な
い
」
と
答
弁
。

年
収
1
0
0
0
万
円
の
要
望

に
、
「
6
0
0
万
円
は
他
産
業
な

み
の
賃
金
水
準
、
最
低
限
の
生
計

費
。
そ
れ
以
上
を
要
望
し
て
い
く

の
が
当
然
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
拍
手
で
議
案
を
仮

承
認
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
本
部
大
会
2
日
目
の
午
前
中
は
、
聚
楽
と
川
良
の
2

つ
の
ホ
テ
ル
で
、11
の
専
門
部
ご
と
の
分
科
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
昨
年
度
の
運
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
支
部
・

分
会
の
す
ぐ
れ
た
取
り
組
み
を
交
流
し
、
そ
の
経
験
や
工
夫
を
全

体
の
も
の
と
し
、
新
年
度
方
針
を
補
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て
明
る

い
未
来
を
展
望
で
き
る
建
設
産
業
を
つ
く
り
、
日
本
社
会
に
民
主

主
義
を
取
り
戻
す
た
め
、
団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と
を
意
思
統
一

し
ま
し
た
。

織田議長

賃金対策分科会で冒頭にあいさつする
松本久人賃金対策部長

【
日
野
・
大
工
・
奈
良
晴
義
記
】

昨
年
中
央
執
行
委
員
を
退
任
し
、

11
年
ぶ
り
に
支
部
代
議
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
毎
年

活
発
な
意
見
質
問
が
出
て
、
代
議

員
み
ん
な
が
真
剣
に
大
会
に
挑
ん

で
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
東
京
土
建

は
す
ご
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
に
批
判
的
な
意
見
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
は
元
気
が
あ

っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
大
会

で
決
定
し
た
こ
と
を
支
部
に
持
ち

帰
り
、
支
部
の
運
動
と
し
て
し
っ

か
り
と
1
年
間
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
引

上
げ
運
動
、
そ
し
て
仕
事
確
保
の

運
動
は
常
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
事
な
こ
と
で
、
企
業
交
渉

や
地
域
に
密
着
し
た
住
宅
デ
ー
の

取
り
組
み
を
、
今
以
上
に
重
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

奈良さん

仕事対策分科会で質問する
杉並支部の仲間

仕
事
対
策
分
科

会
は
参
加
代
議
員

37
人
、
代
議
員
以

外
の
参
加
者
は
18

人
、
来
賓
1
人
の

合
計
56
人
で
し

た
。は

じ
め
に
芳
井

仕
事
対
策
部
長
よ

り
あ
い
さ
つ
。
本

部
役
員
を
代
表
し

て
白
滝
書
記
長
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
徳
森
全
建

総
連
住
宅
対
策
部

長
の
あ
い
さ
つ

後
、
議
案
提
案
を

行
な
い
ま
し
た
。

総
括
で
は
、
安

心
安
全
ま
ち
づ
く

り
や
、
職
域
防
衛
、
リ
カ
コ
の
活

動
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
経
験
報
告
で
は
、
①
世
田

谷
支
部
「
世
田
谷
区
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
・
産
業
振
興
計
画
に
向
け
た
取

り
組
み
」、
②
目
黒
支
部
よ
り「
支

部
住
宅
デ
ー
と
住
宅
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
」
③
調
布
支
部
よ
り
「
住

ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
」
の
三
つ
の

経
験
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
続
い
て
、
2
0
1

8
年
度
方
針
と
し
て
、

①
職
域
対
策
活
動
を
進

め
る
た
め
職
域
防
衛
と

受
注
対
策
を
整
理
・
強

化
、
②
第
41
回
住
宅
デ

ー
の
取
り
組
み
を
、
住

宅
相
談
の
充
実
を
は
じ

め
5
目
標
全
分
会
達
成

を
目
指
す
、
③
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
前
進
、
④
自
治
体
・

国
に
対
す
る
制
度
要
求

運
動
、
⑤
住
宅
セ
ン
タ

ー
活
性
化
と
共
同
受
注

組
織
の
検
討
、
⑥
リ
カ

コ
の
会
員
拡
大
と
事
業

の
充
実
な
ど
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

提
案
後
、
質
疑
討
論
へ
移
り
、

の
べ
18
人
の
仲
間
か
ら
、
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
西
東
京

支
部
の
家
具
転
倒
防
止
金
具
取
付

け
の
結
果
に
対
す
る
質
問
。
グ
リ

ー
ン
化
事
業
の
登
録
方
法
の
簡
素

化
、
全
木
協
の
幹
事
会
社
の
登
録

や
空
き
家
対
策
の
推
進
な
ど
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
住
宅
デ

ー
の
5
目
標
の
賞
品
に
対
す
る
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
土
建
建
設（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
住
宅
セ
ン
タ
ー
の

活
性
化
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
や
、
今
日
の
会
議
は

検
討
を
重
ね
る
こ
と
の
確
認
と
捉

え
て
い
い
の
か
な
ど
、
多
く
の
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
案
は
2
年
間
の
検
討

を
踏
ま
え
、
「
検
討
を
続
け
る
」

こ
と
の
提
案
で
あ
り
、
各
支
部
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て

丁
寧
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
た

い
、
ま
た
、
仕
事
対
策
部
を
職
域

対
策
部
に
変
更
す
る
こ
と
を
確

認
。討

論
の
ま
と
め
を
島
原
共
同
受

注
委
員
長
が
行
な
い
、
総
括
・
方

針
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
終
了
し

ま
し
た
。

経
験
少
な
い

仲
間
を
考
え
て

【
清
瀬
久
留
米
・
硝
子
・
長
谷

川
重
之
記
】
16
年
度
か
ら
分
会
長

を
任
さ
れ
て
、
様
々
な
会
合
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初

年
度
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

吸
収
す
る
の
で
一
杯
で
し
た
。
2

年
目
に
は
色
々
と
考
え
、
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

分
散
会
は
大
変
意
味
の
あ
る
企

画
だ
と
思
い
ま
す
。
分
散
会
を
先

に
行
な
い
、
質
疑
応
答
の
後
に
議

案
報
告
を
行
な
っ
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
方
が
、
流
れ
が
良

い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

特
別
代
議
員
は
、
分
会
長
等
の

各
支
部
執
行
委
員
を
選
出
し
た
方

が
良
い
の
で
は
。
支
部
執
行
委
員

会
で
は
決
定
事
項
の
伝
達
で
討
議

の
時
間
が
少
な
く
、
こ
の
よ
う
な

機
会
に
様
々
な
疑
問
に
回
答
を
も

ら
い
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
思

う
組
合
員
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
伝
え

る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
経
験
の
少
な
い
組
合
員
の
思

い
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

亦野議長

長谷川さん

求

人

分科会で熱心な討論と経験交流分科会で熱心な討論と経験交流

仕事対策分科会仕事対策分科会
議長：後藤英雄（葛 飾）
〃 ：亦野茂人（江戸川）
書記：中村安彦（江戸川）

賃
金
対
策
分
科
会

賃
金
対
策
分
科
会

議
長：

小
島

明（
墨
田
）

〃：

織
田

一（
杉
並
）

書
記：

高
取
一
二
三（
杉
並
）

東京土建建設で議論が白熱
職域防衛と受注強化

請
求
要
求
が
運
動
の
基
本

年
収
６
０
０
万
円
は
最
低
限

持
ち
帰
り
取
り
組
む

活
発
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心

大
会
に
参
加
し
た
仲
間
た
ち
の
感
想

大
会
に
参
加
し
た
仲
間
た
ち
の
感
想


